
自宅で確定申告ができます！
～パソコンやスマホを使って電子申告（e-Tax）～
自宅で確定申告ができます！

～パソコンやスマホを使って電子申告（e-Tax）～
「マイナンバーカード」または「ID（利用者識別番号）とパスワード」があれば、
自宅のパソコンやスマホで確定申告ができます！

・平日は仕事で申告会場へ行けない・・
・申告会場は混雑して待ち時間が長い・・

※スマホ申告は、対応機種や所得項目等が限られていますので事前にご確認ください。　※ID・パスワード方式は事前に税務署へ行き、本人確認をした上で届出が必要です。

STEP1 「国税庁ホームページ」へアクセス
税務署に行く手間がかかりません！

確定申告期間中は 24 時間いつでも利用できます！

STEP2 申告書を作成
画面の案内に従って金額などを入力するだけで申告書が

作成できます！

STEP3 e-Tax で送信して提出

確定申告

スマートフォンはこちらから

提出場所：久米島町役場　税務課
提出書類：総括表、給与支払報告書（個人明細書）
早めの提出にご協力よろしくお願いします。

お問い合せ　税務課町民税班☎985-7127

給与支払報告書の提出は令和５年１月31日（火）までに(厳守)
　令和４年中に給与等の支払いを行った各事業主（個人及び法人）は給与支払報告書を上記提出期限までに提出してください。
　提出の際は、収入金額、控除金額及び控除対象扶養親族の記入誤りや、前職分の支払金額・住宅借入金特別控除過納
額、居住開始年月日等の記入漏れがないようご注意ください。（※地方税法第317条の６に基づき報告義務があります）

事業主の皆さまへ

➡ ➡ 

　令和５年１月１日より、納付書に印刷されているコンビニ収
納用バーコードをスマートフォン決済アプリで読み取ることに
より、町税等を 24 時間いつでもどこでも簡単に納付ができる
ようになります。

スマホで町税等が納付
できるようになります！
スマホで町税等が納付
できるようになります！
スマホで町税等が納付
できるようになります！

納付できる町税・料金

ご利用上の注意

・町県民税（普通徴収） ・固定資産税 ・軽自動車税（種別割）
・国民健康保険税 ・後期高齢者医療保険料 ・保育園、幼稚園保育料
・学校給食費 ・町営住宅家賃 ・町営住宅家賃
・上下水道料
※いずれの税・料金も納付書にバーコードがあるものに限ります。

利用できるスマホ収納のアプリ
・PayPay 請求書払い ・LINE Pay 請求書支払い　　・Pay B
・支払秘書 ・J-Coin 請求書払い

・領収書は発行されませんので、領収書が必要な場合は、金融機関やコンビニエンスス
トアで納付してください。
※役場で納税証明書を発行する場合、納付確認に約２週間かかります。特に軽自動車
の車検の際はご注意ください。

・納付に係る手数料は無料ですが、通信料は利用者負担となります。
・スマホ納付後、金融機関やコンビニ窓口での二重納付にご注意ください。
・以下の場合はスマホ納付がご利用になれません。
  （１）コンビニ納付用のバーコードが納付書にない場合
  （２）納付書１件あたりの金額が30万円を超える場合（※）

　　　※上下水道料を「LINE Pay 請求書支払い」で納付する場合は 5万円
  （３）納期限が過ぎた納付書
  （４）納付書の金額が訂正されている場合
  （５）汚損等でバーコードの読み取りができない場合

「インボイス制度」
～申請受付始まっています～

令和５年10月１日から適格請求書等保存方式（いわゆるインボイス制度）が開始されます。
消費税の仕入税額控除を受けるためには、適格請求書（インボイス）の保存が必要です。
適格請求書発行事業者のみが適格請求書（インボイス） を交付することができます。
「適格請求書発行事業者」になるためには、登録申請書を税務署に提出し税務署長の登録を
受ける必要があります。

インボイス制度とは？
インボイス制度の基本を分かりやすく解説し
た動画です。
消費税の申告を行ったことがない事業者の方
も適格請求書発行事業になるかどうかの検討
が必要ですので、ぜひ動画をご覧ください。

～ 登録申請手続関係サイトのご紹介 ～
インボイス

制度特設サイト

作成マニュアル
～e-Taxソフト
（WEB版）～

登録申請手続 Q&A

インボイス制度に関する一般的なご質問やご相談は、
軽減・インボイスコールセンターへ！！

フリーダイヤル 受付時間
0120－205－553（無料） ９：00～17：00（土日祝日除く）

お問合せ：久米島町役場　985-7127

操縦桿をにぎり気分はパイロット操縦桿をにぎり気分はパイロット

　11月19日（土）久米島空港に小型機７機が飛来し「AOPA-JAPAN航空祭」
が開催されました。
　島内外から約620名が会場に訪れ、駐機場ではセスナや水陸両用機、ホン
ダジェットなどの飛行機の機内見学や記念撮影、オーナーとの会話を楽しん
でいました。ターミナル内で行われた「航空教室」では、RACのパイロットや
CA、整備士等がお仕事についての話やクイズ大会を開催しました。参加した
子どもたちは飛行機やパイロットとの触れ合いに目を輝かせていました。

今年も大盛況今年も大盛況
海の幸を食べてくだ祭2022海の幸を食べてくだ祭2022

　10月29日、久米島漁協水産物加工処理施設前で「海の幸を食べてくだ祭」（主
催：久米島町漁業集落×久米島漁協×くめじまＤＭＯ）が開催され、久米島近
海で獲れた魚介類の調理販売、魚・車海老のつかみ取りなどが行われ、多く
の来場者で賑わいました。前年までは久米島漁協が中心となり実施していまし
たが、今年から離島漁業再生支援事業補助金を活用して久米島町漁業集落（代
表者：田端裕二氏）が中心となって実施しています。同漁業集落は本町におけ
る漁業再生を目指し日々様々な取り組みに努めており、この祭りは「魚食普及」
を図る目的で実施されました。

介護の基礎を学ぶ介護の基礎を学ぶ

　令和4年11月11日（金）～ 16日（水）に旧久米島中学校体育館にお
いて「介護に関する入門的研修」が開催されました。
この研修は離島により研修の機会が少なく、介護の資格を有する人材
が限られる本町において、介護に関する基本的な知識を身につけると
ともに、介護の業務に携わるうえで知っておくべき基本的な技術を学ぶ
ことで、介護分野への参入のきっかけを作ることを目的に開催しました。
今回の研修では6日間の全日程を修了し、24名の方が「介護職入門的
研修」の資格を取得しました。
　福祉課では引き続き介護に関する啓蒙活動や介護人材の確保に向け
た取組を進めてまいります。

MANATIIプロジェクトMANATIIプロジェクト
～久米島のきれいな海を守る～～久米島のきれいな海を守る～

　令和4年11日2日より、久米島町において約20の事業所が参画する「プロジェクトマナティ in久米島」が開
始されました。このプロジェクトは、久米島町を訪れる方々が、ワンコイン（500円）でマナティバッグをレン
タルし、気軽にビーチクリーンができる仕 組みです。Well-
Being&CoachingNangoku,Incの鳥谷部愛さんは、東京から友
人が久米島に訪れた際に観光で行ったビーチに沢山のゴミが落
ちており、久米島の海をどうにかしたいという思いから（株）マ
ナティ（代表取締役 金城由希乃）と連携し「プロジェクトマナティ
in久米島」が開始されました。
　プロジェクト参加の案内で町内の事業所をまわった際に、「久
米島の海をきれいにしたい」という皆さんの熱い思いが印象的
だったそうです。
　誰でも気軽に楽しくSDGsに貢献できますので、体験してみ
てはいかがでしょうか。
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